
令和８年度 第１回長崎県公共事業評価監視委員会

議事次第

日 時：令和８年7月 1５日（水）

１０時３０分～１７時００分

場 所：長崎県庁 ３階 ３０２～３０４会議室

１． 開 会

1-1開会挨拶

1-2審議方法の説明

２． 委員会審議

2-1 再評価対象事業の説明及び審議

2-2 再評価の詳細審議事業の確認

2-3 事後評価対象事業の説明及び審議

2-4 事後評価の詳細審議事業の確認

３． 閉 会



＜別記　４＞

令和8年6月作成

担当部 担当課 対象事業数 県事業 市町村事業 備  考

水産部 7 5 2

漁港漁場課 7 5 2

農林部 1 1 0

農村整備課 1 1 0

森林整備室 0 0 0

県民生活環境部 0 0 0

水環境対策課 0 0 0

土木部 41 30 11

都市政策課 4 0 4

道路建設課 4 4 0

道路維持課 5 0 5

港湾課 4 4 0

河川課 5 5 0

砂防課 17 17 0

住宅課 2 0 2

合　計 49 36 13

令和8年6月作成

担当部 担当課 対象事業数 県事業 市町村事業 備  考

土木部 7 7 0

都市政策課 0 0 0

道路建設課 2 2 0

道路維持課 0 0 0

港湾課 1 1 0

河川課 2 2 0

砂防課 2 2 0

住宅課 0 0 0

合　計 7 7 0

　　    令和８年度　再評価対象事業数一覧

　　    令和８年度　事後評価対象事業数一覧
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図
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図
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の
延
長

・
こ
れ

ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮

減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

-
16
.2

-（
-）

5.
3

17
.1

長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の
未

来
図
20
30
　
柱
3　

基
本
戦
略
3

施
策
1-
4　

「
水
産
物
の
生

産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
漁
港

等
の
整
備
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

・
漁
業
生
産
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
る
が
、
漁
業
後
継
者
の
減

少
及
び
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
漁
船
の
減
少
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

2.
4

1.
5

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
原
単
位
（
価

格
）
の
増

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
地
盤
改
良
に
伴

う
事
業
費
の
増

・
資
材
・
労
務
費

の
単
価
上
昇

・
工
期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

-



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

R5
R9

5.
2

R5
R1
4

26

H2
8

R7
65
.5

H2
8

R1
2

56
.3

H2
3

R5
4.
88

H2
3

R1
2

7.
86

H2
8

R4
28

H2
8

R1
2

51
.1

漁
港
海
岸
整
備
事

業

継
続

継
続

農
整
-

1

水
利
施
設
等
保
全

高
度
化
事
業

畑
地
帯
総
合
整
備

事
業

三
会
原
第
4

県
島
原
市

区
画
整
理
 A
=8
2.
9h
a

畑
地
か
ん
が
い
 A
=1
08
.2
ha

事
業
採
択
後

10
年
経
過

③
35
.7

69
.8

-
6.
0

9.
4

「
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
」
3-
2-
2「

収
益

向
上
を
支
え
る
生
産
基
盤
の
整

備
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。

・
島
原
地
域
の
整
備
状
況

　
空
池
原
地
区
（
H2
5～

R5
完

成
）

　
三
会
原
第
3地

区
(H
24
～
R4

完
成
)

島
原
市
内
で
は
、

三
会
原
第
地
区
と
し
て
第
3期

ま
で
に
15
1.
3h
a(
H1
4～

R4
)

が
整
備
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
な

農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
周
辺
の
中
原
・
寺
中
、
一
野

地
区
も
新
た
に
整
備
を
開
始
し

て
い
る
。

島
原
市
や
三
会

原
土
地
改
良

区
、
地
元
受
益

者
か
ら
整
備
促

進
の
要
望
を
受

け
て
い
る
。

1.
5

1.
1

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
送
排
水
路
延
長

の
増
、
石
積
増
）

・
工
期
の
延
長

（
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
遅
延
、
事
業

費
増
に
よ
る
遅

延
）

・
現
地
発
生
石
材
を
活
用
し
た

石
積
施
工
に
よ
る
法
面
保
護

・
道
路
舗
装
に
お
い
て
、
経
済

性
、
資
源
の
再
利
用
の
観
点
か

ら
再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
使

用

-
継
続

漁
港
-

7

継
続

漁
港
-

6
漁
港
整
備
事
業

尾
崎
漁

港
対
馬
市

対
馬
市

沖
防
波
堤
A 
L=
51
5m

E防
波
堤
　
L=
20
m

R防
波
堤
　
L=
20
m

E防
波
堤
(改

良
)　

L=
11
0m

南
防
波
堤
(改

良
)　

L=
12
0m

中
町
防
波
堤
(改

良
)　

L=
12
5m

T防
波
堤
　
L=
50
m

R防
波
堤
(改

良
)　

L=
45
m

C防
波
堤
(改

良
)　

L=
63
m

U護
岸
　
L=
33
m

-3
m泊

地
A(
補
修
)　

A=
2,
00
0

㎡ -3
m泊

地
B(
補
修
)　

A=
4,
00
0

㎡ -3
m泊

地
C　

A=
50
0㎡

-3
m泊

地
D(
補
修
)　

A=
2,
50
0

㎡ 浮
桟
橋
　
n=
1基

-3
m岸

壁
　
L=
60
m

-3
m岸

壁
(改

良
)　

L=
10
0m

道
路
　
L=
16
0m

P護
岸
(改

良
)　

L=
12
2m

M護
岸
(改

良
)　

L=
25
m

用
地
　
A=
1,
00
0㎡

事
業
採
択
後

10
年
経
過

③
45
.1

80
.1

-（
-）

0.
5

10
.7

長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の
未

来
図
20
30
　
柱
3　

基
本
戦
略
3

施
策
1-
3　

「
持
続
的
な
養
殖

業
の
成
長
産
業
化
」
及
び
施

策
1-
4　

「
水
産
物
の
生
産
・

流
通
の
拠
点
と
な
る
漁
港
等

の
整

備
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

・
当
漁
港
の
水
揚
げ
で
さ
れ
た

水
産
物
は
厳
原
港
か
ら
島
外
に

出
荷
し
て
い
る
が
、
厳
原
港
ま

で
の
幹
線
道
路
で
あ
る
(主

)
厳

原
豆
酘
美
津
島
線
美
津
島

町
吹

崎
～
箕
形
間
の
ト
ン
ネ
ル

工
区

の
進
捗
に
よ
り
、
出
荷

体
制
が

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る

。

・
美
津
島
町
漁

協
か
ら
整
備
促

進
の
要
望
を
受

け
て
い
る
。

1.
3

1.
3

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
浮
桟
橋
新
設
及

び
屋
根
設
置
に

よ
る
便
益
の
増
加

・
原
単
位
（
価

格
）
の
増

【
マ
イ
ナ
ス

要
因
】

・
仮
設
浚
渫

・
床

掘
置
換
の

追
加
及

び
施
設
追

加
に
伴

う
の
増

・
資
材

・
労
務
費

の
単

価
上
昇

・
工

期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で

可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を

図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新

た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な

い
。

漁
港
-

5
漁
港
整
備
事
業

1.
2

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
原
単
位
（
価

格
）
の
増

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
工
期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
10
工
種
が
完
成
し
て
お
り
、

代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

-

戸
石
漁
港
海
岸

長
崎
市

長
崎
市

延
長
　
L=
26
0ｍ

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
4.
8

60
.9

-（
-）

0.
3

2.
8

長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の
未

来
図
20
30
　
柱
3　

基
本
戦
略
3

施
策
1-
4　

「
水
産
物
の
生

産
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
漁
港

等
の
整
備
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

・
年
々
勢
力
を
強
め
る
台
風
の

影
響
を
受
け
、
島
内
の
幹
線
道

路
及
び
市
民
の
生
命
・
財
産
を

害
す
る
懸
念
が
あ
る

・
当
地
域
は
日
本
で
も
屈
指
の

と
ら
ふ
ぐ
の
生
産
地
と
し
て
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
地
元
で
あ
る

牧
島
自
治
会
や

島
内
水
揚
げ
場

を
利
用
す
る
水

産
業
従
事
者
か

ら
は
、
整
備
促

進
の
要
望
を
受

け
て
い
る
。

3.
0

2.
0

泉
漁
港

県
対
馬
市

防
波
堤
　
　
　
　
　
L=
10
0ｍ

本
防
波
堤
（
改
良
）
L=
11
7ｍ

突
堤
（
Ａ
）
　
　
　
L=
35
ｍ

護
岸
（
改
良
）
　
　
L=
14
.6
ｍ

浮
桟
橋
（
改
良
）
　
N=
1基

B岸
壁
（
改
良
）
　
 L
=3
0ｍ

そ
の
他

⑫
8.
1

31
.2

-（
-）

1.
8

16
.1

長
崎
県
総

合
計
画
み
ん
な
の
未

来
図
20
30

　
柱
3　

基
本
戦
略
3

施
策
1-

4　
「
水
産
物
の
生

産
・
流

通
の
拠
点
と
な
る
漁
港

等
の

整
備
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い

る
。

-

【
プ
ラ
ス
要
因

】
・
原
単
位
（

価
格
）
の
増

【
マ
イ
ナ
ス

要
因
】

・
消
波
ブ
ロ

ッ
ク

の
追
加
製

作
に
伴

う
事
業

費
の
増

・
資
材

・
労
務
費

の
単
価

上
昇

・
工

期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で

可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を

図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た

な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な

い
。

・
現

在
事
業
進
捗
率
は
6割

を
超

え
て
お
り
、
断
面
構
造
が
連

続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
現
状
か

ら
代
替
案
に
変
更
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

R3

・
漁
業
生
産
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
る
が
、
漁
業
後
継
者
の
減

少
及
び
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
漁
船
の
減
少
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

・
台
風
時
の
漁

船
被
害
や
地
域

の
自
然
災
害
を

防
止
す
る
た

め
、
防
波
堤
や

防
風
柵
の
整
備

に
よ
る
安
全
確

保
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
作

業
効
率
の
向
上

と
水
産
業
の
生

産
性
向
上
の
た

め
、
屋
根
付
浮

桟
橋
及
び
岸
壁

屋
根
の
設
置
を

早
急
に
要
望
さ

れ
て
い
る
。

2.
2



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
1

R1
0

17
3.
1

H2
1

R1
0

18
5.
3

H2
3

R1
0

18
.8

H2
3

R1
0

22

H1
5

R8
43

H1
5

R1
1

43

H8
R1
3

64
.9

H8
R1
3

29
.3

R5
継
続

都
政
-

1
土
地
区
画
整
理
事

業
長
崎
駅
周
辺
地
区

市
長
崎
市

施
行
面
積
：
19
.1
ha

要
移
転
棟
数
：
77
棟

宅
地
造
成
：
12
.4
ha

道
路
整
備
：
1,
69
5ｍ

公
園
・
緑
地
：
0.
57
ha

再
評
価
後
変
更

⑩
17
1.
2

-
1
.9

12
.2

・
長
崎
市
第
５
次
総
合
計
画

・
長
崎
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画

関
連
事
業

・
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
連
続
立
体
交

差
事
業

・
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

・
人
件
費
や
物
価
の
上
昇

・
区
画
整

理
区

域
内
の

地
権
者

や
地
元

住
民
、

地
元
商

店
街
、

市
民

、
観
光
客

な
ど

か
ら
早
期

完
成

が
望
ま
れ

て
い
る
。

1.
1

1.
0

1.
7

・
波
佐
見
町
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
H2
7.
12
改

訂
）
に
お
い
て
、
「
市
街
地
整

備
の
目
標
」
と
し
て
事
業
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

・
第
6次

波
佐
見
町
総
合
計
画

（
R5
年
策
定
）
第
11
次
波
佐
見

町
基
本
計
画
（
R5
策
定
）
の

「
土
地
利
用
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

・
公
共
下
水
道
事
業
の
認
可
区

域
に
な
っ
て
お
り
、
当
事
業
の

進
捗
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。

継
続

見
直
し

継
続
ま

た
は
改

善
継
続

継
続

92
.4

・
長
与
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン
「
第
３
章
 分

野
別
方

針
 3
-2
都
市
施
設
①
交

通
施
設

の
整
備
の
方
向
性
 地

区
幹
線

道
路
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い

る
。

・
長
与
町
道
路
網

マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
「
第
８
章
 道

路
網
整
備

計
画
」
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い

る
。

・
新
設
区
間
L=
64
0ｍ

は
、
沿

線
の
大
型
住
宅
団
地
及

び
大
型

商
業
施
設
の
完
成
に

あ
わ
せ
、

H2
9年

度
に
供
用
を

開
始
し
、

交
通
の
分
散
が
図

ら
れ
、
付
近

の
渋
滞
緩
和
に

大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

・
現
在
整
備

中
で
あ
る
現
道
拡

幅
区
間
は

狭
隘
で
新
設
区
間
の

開
通
に

よ
り
交
通
量
が
増
加
し

て
お
り

、
早
期
完
成
を
目
指
す

必
要

が
あ
る
。

事
業
の
進
捗

に
伴
い
、
地
元

自
治
会
等
よ
り

整
備
中
区
間

（
現

道
拡
幅
区

間
）

の
交
通
環

境
改

善
に
向

け
た
早

期
完
成

が
望
ま

れ
て
い

る
。

都
政
-

2
街
路
事
業

・
本
地
区
は
JR
西
九
州
新
幹
線

嬉
野
駅
の
駅
勢
圏
と
し
て
、
経

済
効
果
の
波
及
が
見
込
ま
れ

る
。
加
え
て
、
当
地
区
に
点
在

し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
や
旧

製
陶
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
カ
フ
ェ
等
が
注
目
さ
れ
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
。

・
事
業
の
早
期

完
了
と
規
模
縮

小
を
望
ま
れ
て

い
る
。

1.
0

2.
0

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
地
価
の
下
落
か

ら
上
昇
傾
向

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
道
路
・
宅
地
整

備
に
よ
る
工
事
費

の
増

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

定

・
区
域
内
の
発
生
土
を
区
域
内

の
造
成
に
流
用
し
コ
ス
ト
縮
減

を
図
る
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R3
都
政
-

4
土
地
区
画
整
理
事
業

西
ノ
原

地
区

町
波
佐
見

町

区
域
面
積
：
8.
8h
a

建
物
移
転
：
50
戸

宅
地
造
成
：
5.
7h
a

道
路
築
造
：
21
11
.0
ｍ

公
園
・
緑
地
：
0.
5h
a

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
27
.5

93
.9

都
政
-

3
街
路
事
業

西
高
田

線
1.
5

1.
5

町
長
与
町

延
長
　
L=
1,
33
0m

幅
員
　
W=
14
m

再
評
価
後
変
更

⑩
40

.5
94
.2

10
0（

10
0）

1.
2

1.
3

竹
松
駅
前
原
口
線

市
大
村
市

延
長
　
L
=5
77
m

幅
員
　
W
=1
6m

再
評
価
後
変
更

⑩
17
.3

78
.6

8
3
（
1
0
0
）

1.
4

3.
3

・
大
村
市
総
合
計
画
の
「
道
路

網
の
整
備
と
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

・
大
村
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
「
交
流
を
促
進
す
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
」
、
「
人
に
や
さ
し
い
交
通

環
境
の
整
備
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
当
地
域
は
近
年
、
宅
地
化
が

急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
人
口

が
増
加
し
、
将
来
交
通
量
も
増

加
し
て
い
る
。

・
富
の
原
小
学

校
区
の
保
護
者

や
地
元
住
民
か

ら
早
期
整
備
の

要
望
を
受
け
て

い
る
。

1.
1

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
対
象
地
域
の
将

来
交
通
量
の
増
加

（
将
来
交
通
量
推

計
の
見
直
し
（
新

規
事
業
化
路
線
で

あ
る
鬼
橋
坂
口
線

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
追
加
）
）

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

定
（
[プ

ラ
ス
要

因
]車

種
別
原
単
位

等
の
変
更
に
よ
る

便
益
の
上
昇
］
）

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
移
転
補
償
費
の

増
、
工
事
費
の

増
）

【
そ
の
他
要
因
】

・
な
し

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
竹
松
駅
前
入
口
交
差
点
と

富
の
原
小
学
校
間
（
0.
6㎞

）
を

最
短
で
結
ぶ
路
線
で
あ

る
た

め
、
代
替
案
の
可
能
性

は
な

い
。

R5

-
0.
1

【
プ
ラ
ス
要

因
】

・
マ
ニ
ュ
ア

ル
の

改
訂

【
マ
イ
ナ

ス
要

因
】

・
事
業
期

間
の
延

伸

・
こ
れ
ま
で
可

能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ

て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化

に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な

コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い

。
（
JR
長
崎
旧
線
と
の

交
差
位

置
並
び
に
交
差
方
式
の

変
更

及
び
幅
員
縮
小
）

R5

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

定 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
労
務
費
、
資
材

単
価
の
上
昇
、
夜

間
工
事
の
実
施
等

に
よ
る
も
の
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
え
案
の
可
能
性
は
な

い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
5

R1
0

30

H2
5

R1
3

33

H3
0

R9
15
.5

H3
0

R1
3

24
.5

H3
0

R9
11

H3
0

R1
2

16

H2
9

R8
46

H2
9

R1
0

50
.5

H2
8

R8
19
.5

H2
8

R1
0

25

16
.7

・
長
崎
県

総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図

20
30
、
4-
2-
1-
②
「
県

民
生
活

に
密
着
し
た
道
路
の
整

備
に

よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡

充
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

・
西
九
州
自

動
車
道
伊
万
里
松

浦
道
路
の

松
浦
IC
か
ら
平
戸
IC

間
が
令

和
7度

に
供
用
。
ま
た

松
浦
佐

々
道
路
や
佐
々
IC
～
佐

世
保

大
塔
IC
４
車
線
化
も
事
業

化
さ
れ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

・
平
戸
市

か
ら

整
備
促
進

の
要

望
を
受
け

て
い

る
。

1.
1

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

に
よ
る
原
単
位

（
価
格
）
の
増
加

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
事
業
期
間
の
延

長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
な
い
。

R5
継
続

道
建
-

1
道
路
改
築
事
業

一
般
国
道
38
3号

（
草
積
拡
幅
）

県
平
戸
市

延
長
L=
3.
9k
m

幅
員
W=
6.
0（

9.
75
）
m

再
評
価

後
変
更

⑩
14
.6

44
.2

82
（
39
）

1.
7

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
な
い
。

R4

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
]【

マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
追
加
工
事
の
施

工
、
工
法
の
変
更

等
）

・
事
業
期
間
の
延

長
（
追
加
工
事
の

施
工
、
工
法
の
変

更
）

・
事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
代
替
案
の
可
能
性
は
な

く
、
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見

込
め
な
い
。

継
続

道
建
-

3
道
路
改
築
事
業

一
般

県
道
大
浦
比
田

勝
線

（
豊
工
区
）

県
対
馬
市

延
長
　
L=
1.
38
㎞

幅
員
　
W=
5.
5(
7.
0)
m

再
評
価
後
変
更

⑩

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
、
4-
2-
1-
②
「
県

民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
整

備
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

・
特
に
な
し
。

・
新
上
五
島
町

か
ら
整
備
促
進

の
要
望
を
受
け

て
い
る
。

1.
1

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
交
通
量
の
増
加

・
費
用
便
益
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

に
よ
る
原
単
位

（
価
格
）
の
増
加

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
事
業
期
間
の
延

長

再
評
価
後

変
更

⑩
15
.1

61
.6

10
0（

10
0）

0.
3

9.
1

道
建
-

2
道
路
改
築
事
業

R5
継
続

一
般
国
道
38
4号

（
白

魚
バ
イ
パ
ス
）

県
新
上
五

島
町

延
長
　

L=
0.
6㎞

幅
員
　

W=
5.
5(
7.
0)
m

・
対
馬
市
、

豊
区
(自

治
会

)、
航
空
自
衛

隊
海

栗
島
分
屯

基
地

よ
り
整

備
促
進

の
要
望

を
受
け

て
い
る

。

1.
1

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

に
よ
る
原
単
位

（
価
格
）
の
増
加

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
事
業
期
間
の
延

長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
な
い
。

5.
9

36
.6

80
（
12
）

2.
1

8.
0

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 4
-2
-1
-②

「
県

民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
整

備
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

道
建
-

4
道
路
改
築
事
業

一
般
国
道
20
2号

（
浦

頭
拡
幅
）

県
佐
世
保

市
延
長
　

L=
2.
0k
m

幅
員
　

W=
13
.0
(2
0.
0)
m

再
評
価
後
変
更

⑩
44
.7

・
比
田
勝
港
の
国
際
航
路
再
開

R6
継
続

1.
0

4.
8

5.
5

・
長
崎
市
第
五
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、
「
E4
暮
ら
し
や
す
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
を
形
成

し
ま
す
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

・
東
長
崎
地
区
に
お
い
て
、
長

崎
自
動
車
道
（
4車

線
化
）
が

完
成
し
た
も
の
の
、
当
地
区
に

お
い
て
平
面
交
差
は
生
じ
な
い

た
め
、
事
業
化
時
と
比
較
し
て

社
会
経
済
情
勢
等
の
大
き
な
変

化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

・
地
元
自
治
会

等
よ
り
国
道
34

号
の
慢
性
的
な

渋
滞
の
抜
本
的

解
消
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
よ

り
要
望
が
行
わ

れ
て
い
る
。

継
続

道
維
-

1
道
路
改
築
事
業

東
長
崎
縦
貫
線

市
長
崎

市
延
長
　
L=
70
0m

幅
員
　
W=
6.
5m
（
16
.5
m）

再
評
価
後
変
更

⑩
14
.7

58
.8

・
佐
世
保

市
か

ら
整
備
促

進
の

要
望
を
受

け
て

い
る
。

1.
1

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

に
よ
る
原
単
位

（
価
格
）
の
増
加

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
事
業
期
間
の
延

長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
な
い
。

R6
88
.4

99
（
98
）

3.
6

2.
3

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 4
-2
-1
-②

「
県

民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
整

備
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

・
佐

世
保
港
浦
頭
地
区
に
国
際

ク
ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
拠
点
が

整
備
さ
れ
、
令
和
６
年
度
以
降

ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港
し
て
い

る
。

1.
9

1.
2



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
4

R6
12

H2
4

R8
13
.7
5

H2
5

R9
70

H2
5

R1
5

70

H2
1

R9
14

H2
1

R1
4

18

H2
6

R9
3.
55

H2
6

R1
3

5.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂 ・
費
用
便
益
分
析

に
お
い
て
、
当
初

か
ら
計
上
す
べ
き

数
値
の
欠
落
が

発
覚
し
、
追
加
計

上
【
マ
イ
ナ
ス

要
因
】

・
事
業
費
の

増
（
落
石
防
護

柵
設

置
工
の
追

加
、
労

務
単
価
・

資
機
材

の
単
価

上
昇
な

ど
）

・
工
期

の
延
長

（
落
石

防
護
柵
設

置
工

の
追
加
に
よ

る
増

工
及
び
、
落

石
防
護
柵
設
置
に

伴
う
追
加
の
用
地

測
量
業
務
・
用
地

交
渉
に
係
る
期

間
）

R4
継
続

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
仮
設
ヤ
ー
ド
の

追
加
、
盛
土
材
の

購
入
、
労
務
費
や

資
機
材
、
諸
経
費

等
の
価
格
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
用
地
取
得
遅
延

の
工
期
延
長
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

R5
継
続

98
（
94
）

1.
0

4.
1

・
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
（
20
22
→

20
26
）
に
お
い
て
、
本
事
業

は
、
【
2-
6　

観
光
・
交

流
】
、
【
3-
1　

道
路
・
公
共

交
通
】
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

本
市

の
雲
仙
市
小
浜
町
に
は
、

R
2.
3に

公
立
小
浜
温
泉
病
院
、

R4
.4
に
小
浜
体
育
館
が
、
移
転

し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
市

民
等
が
多
く
利
用
す
る
公
共
施

設
が
立
地
し
て
い
る
。

・
地

元
か
ら
も

整
備

促
進
を
要

望
さ
れ
て
い

る
。

0.
7

R5
継
続

10
0（

10
0）

0.
4

0.
0

・
松
浦
市
総
合
計
画
（
20
20
～

20
29
）

実
施
計
画
【
（
5）

安
心
、
幸

せ
の
ま
ち
「
産
業
や
生
活
の
基

礎
を
支
え
る
道
路
の
整
備
推

進
」
】
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。

・
2級

市
道
西
木
場
女
山
線
整

備
状
況

　
大
崎
工
区
(H
24
～
R8
予
定
)

・
西
九
州
自
動
車
道
（
松
浦

佐
々
道
路
）
が
平
成
26
年
度
に

事
業
化
さ
れ
、
令
和
7年

度
ま

で
に
松
浦
Ｉ
Ｃ
～
平
戸
Ｉ
Ｃ
間

が
開
通
し
整
備
が
進
ん
で
い

る
。

・
本
路
線
沿
線
に
松
浦
市
西
部

工
業
団
地
造
成
が
計
画
さ
れ
、

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

・
平
成
31
年
に
日
本
一
の
水
揚

げ
を
誇
る
ア
ジ
を
生
か
し
た

「
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
聖
地
」
で
あ

る
こ
と
を
宣
言
し
県
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
観
光
客
が
増
加
し

て
い
る
。

・
御
厨
町
大
崎

地
区
振
興
会

（
自
治
会
連
合

会
）
か
ら
整
備

促
進
の
要
望
を

受
取
っ
て
い

る
。

1.
0

1.
0

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
材
料
費
人
件
費

等
の
単
価
増
加
）

・
用
地
取
得
遅
延

に
よ
る
工
期
延
長

【
そ
の
他
要
因
】

・
本
路
線
沿
線
に

松
浦
市
西
部
工
業

団
地
造
成
が
計
画

さ
れ
、
整
備
が

進
ん
で
い
る
。

道
維
-

2
道
路
改
築

事
業

2級
市
道
西
木
場
女
山

線
（
大
崎
工
区
）

市
松
浦
市

延
長
　
L=
1,
89
2m

幅
員
　
W=
5.
5(
9.
25
)m

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
13
.4

97
.4

継
続

道
維
-

3

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業

（
道
路
改
築
）

堂
坂
線

市
対
馬
市

延
長
　
L=
4,

13
0m

幅
員
　
W=
5.

5（
7.
0）

m
再
評
価
後
変
更

⑩
9.
2

13
.1

76
（
79
）

0.
4

60
.4

第
2次

対
馬
市
総
合
計
画

（
後

期
）
の
①
挑
戦
課
題
：

つ
な
が

り
づ
く
り
、
②
最
優

先
課
題
：

持
続
可
能
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を

保
持
す
る
、
③
施

策
の
テ
ー

マ
：
生
活
な
イ

ン
フ
ラ
の
維
持

と
安
心
・
・
安

全
な
ま
ち
づ
く

り
に
位
置
付

け
て
い
る
。

・
特
に
な
し

・
地
元
か
ら
も

事
業
の
早
期
完

成
を
切
望
し
て

い
る
。

1.
5

1.
5

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
工
期
の
延
長

（
用
地
取
得
遅

延
の
工
期
延
長
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限

り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き

て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き

く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト

縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
ト
ン
ネ
ル
起

終
点
の
改
良
は

着
手
済
で
あ

り
、
代
替
案
の
可

能
性
は
無

い
。

3.
4

・
第
6次

東
彼
杵
町
総
合
計
画

（
20
24
～
20
33
）

・
中
尾
本
線
の
整
備
状
況

L=
31
0m
　
一
部
供
用
開
始

（
H2
6～

R3
）

・
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
つ

い
て
、
大
幅
な
変
化
は
な
い
。

・
道
路
拡
幅
、

歩
道
設
置
に
つ

い
て
地
元
要
望

1.
2

0.
8

道
維
-

4
道
路
改
築
事
業

市
道
木
場
山
領
線

市
雲
仙
市

延
長

　
L=
1,
31
4m

幅
員

　
W=
4.
0m
（
5.
0m
）

再
評
価
後
変
更

⑩
12
.9

71
.7

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
が
、
事

業
延
長
L=
1.
89
㎞
の
内
、
現
時

点
で
未
改
良
区
間
が
63
mと

な
っ
て
お
り
、
事
業
効
率
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
新
た
な
コ
ス

ト
縮
減
は
見
込
め
な
い
。

R3

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

1.
3

道
維
-

5

中
尾
本
線

（
菅
無
田
工
区

）
道

路 改
良
事
業

中
尾
本
線

町
東
彼
杵

町
延
長
　
L=
45
0m

幅
員
　
W=
5.
5(
8.
75
)
m

再
評
価
後
変
更

⑩
1.
5

29
.8

77
（
77
）

0.
2



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
4

R8
15
.4

H2
4

R1
0

16
.3

H2
4

R9
24
.5

H2
4

R1
5

43

H2
4

R1
3

57

H2
4

R2
3

89

R4
R9

12

R4
R1
4

21
.5

S5
8

R1
1

74
0

S5
8

R2
0

88
0.
4

R3
継
続

-
0.
7

2.
8

・
長
崎

県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図

20
30
 2
-3
-1
「
力
強
く

稼
ぎ

持
続
的
に
成
長
す
る
水
産

業
づ

く
り
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

・
「
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」

に
取
り
組

み
、
漁
獲
物
の
販
路

開
拓
や

直
売
所
販
売
量
増
大
に

取
り
組

ん
で
い
る
他
、
橘
湾
栽

培
漁

業
推
進
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
種
苗
放
流
を
実
施

し
資
源
管
理
型
漁
業
を
実
施
し

て
い
る
。

「
長
崎

市
茂
木

漁
業
協

同
組

合
」
か

ら
整
備

促
進
の

要
望
を

受
け

て
い
る
。

1
.9

1.
6

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
原
単
位
の
増

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
工
期
の
延
長

港
湾
-

1
港
湾
改
修
事
業

茂
木
港

県
長
崎
市

物
揚

場
（
-3
ｍ
）
(1
) 
L=
13
0m

物
揚

場
（
-3
ｍ
）
(2
) 
L=
18
0m

泊
地

(-
3m
)(
1)
 A
=1
2,
00
0m
2

泊
地

(-
3m
)(
2)
 A
=1
4,
00
0m
2

再
評
価
後
変
更

⑩
12
.8

78
.5

【
プ

ラ
ス
要
因
】

・
原

単
位
の
増

【
マ

イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
工
期
の
延
長

港
湾
-

3
港
湾
改
修
事
業

有
川
港

県
新
上
五

島
町

防
波
堤
（
改
良
）
 L
=7
40
m

再
評
価
後
変
更

⑩
21
.3

23
.9

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
物
揚
場
に
連
続
し
て
浮
体
式

係
船
岸
を
設
置
し
て
き
て
お

り
、
代
替
案
の
可
能
性
は
な

い
。

R6
継
続

港
湾
-

2
港
湾
改
修
事
業

島
原

港
県

島
原
市

岸
壁
(-
7.
5m
)(
改
良
)(
耐
震
)

L=
13
0m

橋
梁
(改

良
)(
耐
震
) 
N=
1基

再
評
価
後
変
更

⑩
2.
9

6.
7

-
1.
0

39
.1

・
長
崎
県
総

合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20

30
 5
-1
-1
「
県
民
の

暮
ら
し
と

命
を
守
る
強
靭
な
県

土
づ
く

り
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る

。
・
長
崎

県
地
域
防
災
計
画
に
お

い
て

、
島
原
港
（
三
会
地
区
）

は
大

規
模
地
震
発
生
時
の
海
上

輸
送
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

・
H2
3の

東
日
本
大
震
災
、
H2
8

の
熊
本

地
震
等
、
近
年
頻
発
し

て
い
る

大
規
模
地
震
等
の
災
害

に
備

え
、
防
災
拠
点
と
し
て
の

港
湾
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

・
岸
壁
利

用
者

等
か
ら
も

早
期

の
岸
壁

耐
震
化

を
要
望

さ
れ
て

い
る
。

1.
2

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
原
単
位
の
増

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

・
工
期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

R3
継
続

港
湾
-

4
港
湾
改
修
事
業

印
通
寺
港

県
壱
岐

市
岸
壁
（
-6
.0
ｍ
）
L=
14
0m

泊
地
（
-6
.0
ｍ
) 
A=
43
,0
00
㎡

事
業
採
択
後

5年
経
過

④
2.
5

11
.6

-
1.
2

17
.8

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん

な
の

未
来
図
20
30
 4
-2
-1
「

道
路
・

港
湾
・
空
港
等
の
交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
」
に

位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

・
貨
物
船
大
型
化
の
進
展
に
よ

り
、
壱
岐
島
内
の
岸
壁
水
深

が
不
足
し
、
貨
物
船
が
寄
港

で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。

・
「
石
田
町
漁

協
」
「
壱
岐
地

区
海
運
組
合
」

「
壱
岐
汽
船
海

運
組
合
」
よ

り
、
整
備
（
岸

壁
・
泊
地
の
水

深
確
保
の
要
望

が
な
さ
れ
て
い

る
。
）

1.
2

1.
1

【
プ
ラ
ス
要
因

】
・
原
単
位
の
増

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の

増
・
工
期
の
延

長

・
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を

図
っ
て
き
て
お
り

、
事
業
効
率

化
に
大
き
く
寄

与
す
る
新
た
な

コ
ス
ト
縮
減

は
見
込
め
な
い
。

-
継
続

-
2.
0

65
.7

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
「
県
民
の

暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な
県

土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

・
特
に
な
し

・
当
事

業
は
上

五
島

の
島
民
の

生
活

に
直
結
す

る
事

業
で
あ
り

新
上
五
島
町
お

よ
び
定
期
航
路

事
業
者
よ
り
早

期
完
成
が
望
ま

れ
て
い
る
。

1.
1

1.
1

91
（
99
）

6.
1

24
6.
2

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
ｰ1
ｰ1
-1
「
災
害

に
備
え
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整

備
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。

・
浦
上
川
水
系
河
川
整
備
基
本

方
針

・
浦
上
川
水
系
河
川
整
備
計
画

・
新
浄
水
場
供
用
開
始
遅
延
等

に
伴
う
工
期
延
長

・
貯
水
池
掘
削
工
法
変
更
及
び

仮
設
ヤ
ー
ド
構
造
見
直
し
等
に

伴
う
事
業
費
の
増

・
地
元
か
ら

は
、
浦
上
川
の

治
水
対
策
の
早

期
完
成
が
望
ま

れ
て
い
る
。

1.
3

1.
2

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
既
得
の
水
道
用

水
に
対
す
る
便
益

の
増
加

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
工
期
の
延
長
、

事
業
費
の
増
加

【
そ
の
他
要
因
】

・
治
水
経
済
マ

ニ
ュ
ア
ル
(案

)の
改
定
(R
6.
4)

・
各
種
資
産
評
価

単
価
及
び
デ
フ

レ
ー
タ
ー
の
改
正

(R
7.
6)

河
川
-

1
長
崎
水
害
緊
急
ダ
ム

建
設
事
業

西
山
ダ
ム

中
尾
ダ
ム

本
河
内
ダ
ム

浦
上
ダ
ム

県
長
崎
市

新
設
1ダ

ム
改
築
3ダ

ム
再
評
価
後

変
更

⑩
62
8.
1

71
.3

・
設
計
段
階
や
工
事
施
工
に
お

い
て
も
、
工
法
の
工
夫
や
新
技

術
の
積
極
的
な
採
用
に
よ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
治
水
の
観
点
か
ら
、
現
計
画

案
(ダ

ム
の
有
効
活
用
(嵩

上
げ
)案

)と
現
計
画
案
以
外
の

代
替
案
を
比
較
検
討
し
、
最

も
有

利
な
案
は
現
計
画
案
(ダ

ム
の

有
効
活
用
(嵩

上
げ
)案

)と
評

価
し
て
い
ま
す
。

R3
継
続



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

S6
3

R1
5

84
.9

S6
3

R1
5

10
2.
4

H2
6

R1
5

98
.5

H2
6

R1
8

12
4.
5

S3
6

R1
0

89
.1

S3
6

R1
5

96
.8

H3
0

R8
7.
4

H3
0

R1
3

12
.4

H2
8

R9
7

H2
8

R1
1

8.
4

R5
継
続

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
資
産
数
量
の
増

加 ・
治
水
経
済
調
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増
加

・
工
期
の
延
長

河
川
-

3
広
域
河
川

改
修
事
業

相
浦
川

県
佐
世
保

市

改
修
延
長
L=
5,
0
40
m

河
床
掘
削
、
引
堤

、
護
岸
整

備
、
堰
改
築
等

再
評
価
後
変
更

⑩
14
.
7

11
.8

河
川
-

2
総
合
流
域
防
災
事
業

時
津
川

県
西

彼
杵

郡
　
時

津
町

改
修
延
長
　
L=
2,
70
0m

河
道
拡
幅
、
河
床
掘
削

、
築

堤
、
護
岸
整
備
、
橋
梁
架

替
等

再
評
価
後
変
更

⑩
80
.9

79
.0

95
（
95
）

1.
0

20
.
5

・
長
崎

県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図

20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮

ら
し
と
命
を
守
る
強
靱
な

県
土

づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
時
津
町
や
地

元
住
民
か
ら
早

期
完
成
が
望
ま

れ
て
い
る
。

6.
1

5.
1

【
プ
ラ
ス

要
因
】

・
治
水

経
済
調
査

マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定

【
マ

イ
ナ
ス
要

因
】

・
事

業
費
の
増
加

・
こ
れ
ま
で

可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を

図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新

た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
ず

、
ま
た
代
替
案
の
可
能
性

は
無
い
。

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
ず
、
ま
た
代
替
案
の
可
能
性

は
無
い
。
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河
川
-

4
総
合
流
域
防
災
事
業

佐
々
川

県
北
松
浦

郡
佐
々
町

改
修
延
長
L=
6,
23
0m

河
道
拡
幅
、
河
床
掘
削
、
護
岸

整
備
、
橋
梁
架
替
、
堰
改
築
等

再
評
価
後
変
更

⑩
87
.3

90
.2

98
（
99
）

0.
1

9.
4

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靱
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
西
九
州
道
佐
々
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
一
部
で
宅
地
化
が
見
ら
れ

る
が
、
前
回
再
評
価
時
と
大
き

な
変
化
は
な
い
。

・
佐
世
保
市
及

び
佐
々
町
や
地

元
住
民
よ
り
整

備
促
進
の
要
望

が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

10
.7

8.
6

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
資
産
数
量
の
増

加 ・
治
水
経
済
調
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増
加

・
工
期
の
延
長

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
ず
、
ま
た
代
替
案
の
可
能
性

は
無
い
。
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継
続

-
0.
2

10
9.
6

・
長
崎
県
総
合
計
画
み

ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-
1「

県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守

る
強
靱
な

県
土
づ
く
り
」
に
位

置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
西
九
州
道
相
浦
イ
ン
タ
ー

周
辺
の
一
部
で
宅
地
化
が
見

ら
れ

る
。

・
佐
世
保
市
や

地
元
住
民
よ
り

整
備
促
進
の
要

望
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

5.
3

5.
4

R5
継
続

98
（
92
）

0.
5

5.
3

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靱
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

対
馬
市
や
地
元

住
民
か
ら
早
期

完
成
が
望
ま
れ

て
い
る
。

1.
6

2.
6

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
治
水
経
済
調
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増
加

・
工
期
の
延
長

河
川
-

5
総
合
流
域
防
災
事
業

加
志
川

県
対
馬
市

改
修
延
長
L=
1,
70
0m

河
道
拡
幅
、
河
床
掘
削
、
護
岸

整
備
、
橋
梁
架
替
、
堰
改
築
等

事
業
採
択

後
6～

9年
経

過
⑤

6.
6

53
.2

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
ず
、
ま
た
代
替
案
の
可
能
性

は
無
い
。

-
継
続

砂
防
-

1
事
業
間
連
携
砂
防

等
事
業
（
砂
防
）

大
川

砂
防
施
設

県
西
海
市

砂
防
え
ん
堤
１
基

渓
流
保
全
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
6.
2

73
.8

10
0（

10
0）

0.
5

1.
7

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

1.
2

2.
1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
送
水

管
移
設
の
ル
ー
ト

変
更
）

・
工
期
の
延
長

（
水
道
施
設
移
設

調
整
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
4

R8
3

H2
4

R1
1

6.
5

H2
4

R8
9.
6

H2
4

R1
3

14

H8
R1
1

17

H8
R1
5

20

S5
7

R1
0

18

S5
7

R1
7

24

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
用
地
解
決
の

遅
延
）

砂
防
-

2
通
常
砂
防

事
業

旅
手
越
川
（
ロ
）

砂
防
施
設

県
新
上
五

島
町

砂
防
え
ん
堤
１
基

渓
流
保
全
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
0.
7

10
.8

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り

コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て

お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き

く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮

減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可

能
性
は
無
い
。

R3
継
続

砂
防
-

3
地
す
べ
り
対
策
事
業

上
黒
崎
地
区

地
す
べ
り
防
止
施
設

県
長
崎
市

抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
8.
8

62
.9

42
.9
(4
2.
9)
 

0.
4

4.
8

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

3.
3

3.
8

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
観
測
期
間
の
延

長
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R3
継
続

10
0（

10
0）

0.
5

5.
3

・
長
崎
県
総

合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
3
0 
5-
1-
1-
1「

県
民

の
暮
ら
し

と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ

く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い

る
。

・
保
全
人
家
数
の

減
（
17
戸
⇒

10
戸
）

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

4.
3

4.
6

R3
継
続

89
（
89
）

0.
2

4.
7

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭

な
県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

44
.1

89
.3

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対
策

工
の
追
加
）

・
工
期
の
延
長

（
対
策
工
の
追

加
）

砂
防
-

4
事
業
間
連
携

砂
防
等

事
業
（
地
す

べ
り
）

大
野
地
区

地
す
べ
り
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
1
5.
1

75
.5

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R3
継
続

砂
防
-

5
事
業
間
連
携
砂
防
等

事
業
（
地
す
べ
り
）

白
井

岳
地
区

地
す

べ
り
防
止
施
設

県
松
浦
市

抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
16
.3

67
.9

90
（
90
）

0.
8

6.
9

・
長
崎
県
総
合
計
画

み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1

-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命

を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」

に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

4.
2

7.
8

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対

策
工
の
追
加
）

・
工
期
の
延
長

（
対
策
工
の

追
加
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な

限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き

て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大

き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス

ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の

可
能
性
は
無
い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H1
9

R1
0

38

H1
9

R1
7

43
.5

H2
9

R9
7.
8

H2
9

R1
4

14

H2
4

R8
8

H2
4

R1
3

9.
4

H2
4

R8
4.
5

H2
4

R1
3

7

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
対
策
工
の
追

加
、
資
材
・
労

務
単
価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
対
策
工
の

追
加
）

砂
防
-

6
事
業
間

連
携
砂
防
等

事
業
（

地
す
べ
り
）

立
岩
地
区

地
す
べ
り
防
止
施
設

県
松
浦
市

抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

再
評
価
後
変
更

⑩
23
.7

5
4.
5

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R3
継
続

砂
防
-

7
地
す
べ
り
対
策
事
業

仲
知
地
区

地
す
べ
り
防
止

施
設

県
新

上
五

島
町

抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

事
業
採
択
後

10
年
経
過

③
4.
0

28
.6

10
0（

10
0）

0.
8

9.
2

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

2.
2

2.
8

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
観
測
期
間
の
延

長
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

-
継
続

20
(2
0)

0.
2

19
.6

・
長
崎
県
総
合
計
画
み

ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-
1「

県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守

る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位

置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

11
.0

16
.8

R3
継
続

10
0（

10
0）

0.
0

3.
0

・
長
崎

県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図

20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮

ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土

づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

6.
4

6.
5

【
プ
ラ
ス

要
因
】

・
費
用

便
益
分
析

マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改

訂
に

よ
る
も
の

【
マ

イ
ナ
ス
要

因
】

・
事

業
費
の
増

（
資

材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
観
測
期
間
の
延

長
）

砂
防

-
8

地
す
べ
り
対
策
事
業

谷
江
地
区

地
す
べ
り
防
止
施
設

県
壱
岐
市

抑
制
工
１
式

抑
止
工
１
式

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
6.
4

68
.1

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R3
継
続

砂
防
-

9
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

有
福
(3
)地

区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市

工
事
長
　
L=
17
8ｍ

法
面
工
　
A=
5,
30
0㎡

待
受
擁
壁
工
　
L=
20
m

再
評
価
後
変

更
⑩

3.
6

51
.4

10
0(
10
0)

1.
0

2.
4

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
保
全
人
家
数
の
増
（
１
5戸

⇒
１
6戸

）

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

2.
5

4.
7

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
掘
削
増
に
伴
う

施
工
期
間
の
延

長
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H2
6

R1
0

5.
5

H2
6

R1
3

7.
6

H2
6

R8
3

H2
6

R1
1

4.
4

H3
0

R8
5

H3
0

R1
4

12
.1

H3
0

R5
1.
5

H3
0

R1
0

6

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務

単
価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
家
屋
解
体

工
事

と
の
工
程
調

整
）

砂
防
-

10
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策

事
業

梅
田
(3
)地

区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
工
事
長
　
L
=2
30
ｍ

法
面
工
　
A
=7
,2
00
㎡

再
評
価
後
変
更

⑩
5.
2

68
.4

・
こ
れ
ま
で
可

能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図

っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率

化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た

な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い

。
・
代

替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R5
継
続

砂
防
-

11
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

黒
髪
(4
)地

区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
工
事
長
　
L=
12
0ｍ

法
面
工
　
A=
3,
30
0㎡

再
評
価
後
変
更

⑩
1.
3

28
.8

10
0（

10
0
）

0.
6

2.
5

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な

の
未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県

民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強

靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置

付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

9.
9

16
.3

【
プ
ラ
ス

要
因
】

・
費
用
便

益
分
析

マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改

訂
に
よ

る
も
の

【
マ

イ
ナ
ス
要

因
】

・
事

業
費
の
増

（
資

材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対
策

面
積
の
増
）

・
工
期
の
延
長

（
施
工
計
画
の
変

更
及
び
地
元
調

整
）

・
こ
れ

ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮

減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

R5
継
続

10
0（

10
0）

0.
6

1.
8

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な

の
未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「

県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る

強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置

付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
保
全
人
家
数
の
減
（
１
７
戸

⇒
１
３
戸
）

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

2.
9

2.
9

-
継
続

10
0（

10
0）

0.
5

8.
2

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変

化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る

。
1.
6

2.
8

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対
策

面
積
の
増
）

・
工
期
の
延
長

（
対
策
面
積
の

増
）

砂
防
-

12
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

黒
髪
(1
22
)地

区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
工
事
長
　
L=
20
0ｍ

法
面
工
　
A=
10
,1
00
㎡

事
業
採
択
後

6～
9年

経
過

⑤
3.
4

28
.1

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は

見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は

無
い
。

-
継
続

砂
防
-

13
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策

事
業

白
岳
(5
)地

区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市

工
事
長
　
L=
10

0ｍ
法
面
工
　
A=
2,

50
0㎡

ｱﾝ
ｶｰ
工
　
N=
75

本
ﾜｲ
ﾔｰ
ﾈｯ
ﾄ被

覆
工

　
A=
1,
50
0㎡

事
業
採
択
後

6～
9年

経
過

⑤
3.
7

6
1.
7

10
0（

10
0）

0.
5

1.
8

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地

元
よ
り
早

期
完

成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

3.
6

5.
4

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対
策

面
積
の
増
）

・
工
期
の
延
長

（
対
策
面
積
の
増

に
伴
う
施
工
期
間

の
増
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H3
1

R8
2

H3
1

R1
3

4.
1

R4
R1
3

9.
8

R4
R2
1

13
.9

H2
6

R1
0

3

H2
6

R1
0

4

R3
R1
0

4.
3

R3
R1
5

15
.1

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の
、

保
全
対
象
人
家
の

増 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対

策
面
積
の
増
）

・
工
期
の
延
長

（
計
画
対
象

範
囲

の
拡
大
及
び

用
地

解
決
の
遅

延
）

砂
防
-

14
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策

事
業

天
神
地
区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
工
事
長
　

L=
18
7ｍ

法
面
工
　

A=
3,
00
0㎡

事
業
採
択
後

6～
9年

経
過

⑤
2.
3

56
.1

・
こ
れ
ま
で

可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図

っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率

化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た

な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な

い
。

・
代

替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

-
継
続

砂
防
-

15
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

木
風
(4
4)
地
区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
佐
世
保

市
工
事
長
　
L=
22
6ｍ

法
面
工
　
A=
11
，
90
0㎡

事
業
採
択
後

5年
経
過

④
0.
3

2.
2

10
0（

10
0）

0.
1

13
.5

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

1.
3

3.
0

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
、
対
策

工
法
変
更
に
よ
る

増
）

・
工
期
の
延
長

（
地
元
と
の
施
工

時
期
調
整
に
よ
る

増
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。

-
継
続

5
3（

53
）

0.
1

1.
7

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
保
全
人
家
数
の
増
（
１
８
戸

⇒
３
４
戸
）

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

3.
7

18
.4

-
継
続

10
0（

10
0）

0.
9

1.
3

・
長
崎
県
総
合

計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 
5-
1-
1-
1「

県
民

の
暮
ら
し
と

命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り

」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る

。

・
変
化
な
し

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

2.
8

1.
9

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の

増
（
資
材
・
労

務
単

価
の
上
昇
、

資
機

材
搬
入
計

画
の
見

直
し
）

砂
防
-

16
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業

戸
楽
(２

)地
区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
五
島
市

工
事
長
　
L=
12
0ｍ

法
面
工
　
A=
2,
12
7㎡

再
評

価
後
変
更

⑩
1.
8

45
.0

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見

込
め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無

い
。

R5
継
続

砂
防
-

17
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策

事
業

月
ノ
内
地
区
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
施
設

県
対
馬
市

工
事
長
　
L=
34
0ｍ

法
面
工
　
A=
8,
80
0㎡

事
業
採
択

後
6～

9年
経

過
⑤

2.
8

18
.5

8
1（

81
）

0.
9

11
.4

・
長
崎
県
総
合
計
画
み
ん
な
の

未
来
図
20
30
 5
-1
-1
-1
「
県
民

の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
強
靭
な

県
土
づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
保
全
人
家
数
の
増
（
１
１
戸

⇒
１
３
戸
）

・
地
元
よ
り
早

期
完
成
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

1.
2

1.
8

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
費
用
便
益
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
に
よ
る
も
の

【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
費
の
増

（
資
材
・
労
務
単

価
の
上
昇
）

・
工
期
の
延
長

（
用
地
解
決
の
遅

延
）

・
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
代
替
案
の
可
能
性
は
無
い
。



別
記
６
（
再
評
価

）

事
業
費

着
工

完
了

（
億
円
）

前
年
度
迄

事
業

費
進
捗

率
用
地

進
捗
率

当
該
年
度

事
業
費

次
年
度

以
降
事
業

費

（
億
円
）

(%
)

(%
)

※
３

（
億
円
）

（
億
円
）

当
初

※
１

現
行

整
理

番
号

事
業
計
画

再
評
価
の

理
由
※
２

再
評
価
の
視
点

前
回

審
議

年
度

対
応

方
針

(原
案
)

事
業
名

施
設
名

費
用
対
効
果

分
析

コ
ス
ト
縮

減
及
び

代
替
案
立

案
の

可
能
性
の

有
無
※
４

Ｂ
／
Ｃ

分
析
基
礎
の

要
因
の
変
化

事
業

主
体

事
業
箇

所
事
業
概
要

工
  
期

事
業

進
捗
の
状
況
及
び
見
込
み

上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け
、

関
連
事
業
の
状
況

上
段
：
当
初
※

１
下
段
：
変
更

社
会
経

済
情
勢
の

変
化

地
元
等

の
意
向

H9
R8

62
.6

H9
R1
3

59
.5

H1
0

R8
46
.5

H1
0

R1
3

46
.5

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
路
線
価
の
上
昇

に
よ
る
公
共
施
設

整
備
に
よ
る
住
環

境
向
上
効
果
の
向

上 【
マ
イ
ナ
ス
要

因
】

・
事
業
期
間
の
長

期
化
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
加

住
宅
-

1
住
宅
市
街
地

総
合
整

備
事
業

江
平
地
区

市
長
崎
市

道
路
（
85
7m
）
、
小
公
園
（
5

箇
所
、
2,
70
0㎡

）
、
老
朽
家

建
築
物
等
の
除
却
（
29
戸
）
、

建
替
促
進
（
21
戸
）
、
関
連
公

共
施
設
（
2,
22
6m
）
等

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
46
.1

77
.5

・
こ
れ
ま

で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減

を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新

た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
道
路
整
備
の
う
ち
1路

線
は

約
91
％
が
完
了
し
て
お
り
、
現

段
階
で
の
代
替
案
の
可
能
性
は

な
い
。
も
う
1路

線
に
つ
い
て

代
替
案
を
検
討
中
で
あ
る
。

R3

見
直
し

継
続
ま

た
は
改

善
継
続

住
宅
-

2
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業

稲
佐
・
朝
日

市
長
崎
市

道
路
（
1,
11
0ｍ

）
、
小
公
園

（
6箇

所
、
7,
10
0ｍ

2）
、
老

朽
建
築
物
等
の
除
却
（
12
4

戸
）
、
建
替
促
進
（
18
8戸

）
等

再
評
価
後

5年
経
過

⑧
19
.8

42
.6

75
（
67
）

0.
3

26
.4

・
長
崎
市
第
五
次

総
合
計
画

E4
-2
「
住
環
境
を

改
善
し
生
活

利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
」

に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

・
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

第
2章

（
9）

都
市
防
災
の
方
針

「
1）

安
全

な
都
市
づ
く
り
を

推
進
す

る
」
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る

。

平
成
27
年
か
ら
令

和
2年

の
5年

間
で
、
人
口
は

28
5人

減
、
世

帯
数
は
87
世

帯
減
、
高
齢
化
率

は
3％

増
し

て
い
る
。

平
成
8年

度
に
ま

ち
づ
く
り
協
議

会
が
発
足
し
、

活
動
を
継
続
的

に
行
っ
て
い

る
。

ま
ち
づ
く
り
や

事
業
目
的
の
認

識
も
高
く
、
事

業
推
進
の
た
め

の
理
解
・
協

力
は
十
分
で
あ

る
。

1.
1

1.
5

【
プ
ラ
ス
要
因
】

・
地
価
の
上
昇
に

よ
り
「
公
共
施
設

整
備
に
よ
る
住
環

境
向
上
」
便
益
が

増
加

・
建
替
促
進
住
宅

の
維
持
管
理
費
の

減
少
に
よ
り
費
用

が
減
少

・
こ

れ
ま
で
可
能
な
限
り
コ
ス

ト
縮
減
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
は
見
込

め
な
い
。

・
稲
佐
地
区
の
道
路
整
備
は
約

91
％
が
完
了
し
て
お
り
、
現
段

階
で
の
代
替
案
の
可
能
性
は
な

い
。
朝
日
地
区
に
つ
い
て
は
、

代
替
案
に
つ
い
て
地
元
と
協
議

し
て
い
る
が
、
合
意
形
成
に

至
っ
て
い
な
い
。

R3
継
続

96
（
96
）

0.
0

13
.4

・
長
崎
市
第
五
次
総
合
計
画

E6
-1
「
良
好
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
」

平
成

27
年
か
ら
令
和
2年

の
5年

間
で
、
人
口
は
10
％
減
、
世
帯

数
は
7％

減
、
高
齢
化
率
は
3％

増
し
て
い
る
。

・
平
成
8
年
度
に

ま
ち
づ

く
り
協

議
会
が

発
足

し
、
活

動
を
継

続
的

に
行
っ
て

い
る

。
ま
ち

づ
く
り
や

事
業
目
的
の
認

識
も
高
く
、
事

業
推
進
の
た
め

の
理
解
・
協
力

は
十
分
で
あ

る
。

1.
0

1.
0

※
１
　

２
回

目
以

降
の

再
評

価
の
場

合
、

「
当

初
」

は
「

前
回

」
と
置

き
換

え
て

い
る

。

事
業

採
択

後
５

年
経
過

（
補
助

事
業

）
事

業
採

択
後
1
0(

5)
年

経
過
（

交
付

金
事

業
）

②
③

(
1
0
年
経

過
)
、

④
(
5
年

経
過

)

再
評

価
後

５
年

経
過

（
補

助
・

交
付

金
事

業
）

再
評
価

後
1
0年

経
過

（
下

水
道
事

業
）

⑧
⑨

そ
の
他

上
記

以
外

で
再

評
価
の

実
施

の
必
要

性
が

生
じ

た
事

業

⑫
(
水

産
庁

)
長
崎

県
公

共
事
業

評
価

監
視
委

員
会

運
営

要
領
＜

別
記

１
＞
よ
り

※
３
　

用
地

進
捗

率
の

上
段

は
「
事

業
費

ベ
ー

ス
」

、
下

段
（

 ）
書
き

は
「

契
約
（

面
積

）
ベ

ー
ス

」
で

あ
る
。

※
４
　

国
土

交
通

省
関

係
事

業
は
「

主
た

る
施

設
の

構
造

等
に

関
す
る

事
業

手
法

や
事

業
計

画
、
コ

ス
ト

縮
減

、
代

替
案

立
案
等

の
改

善
の

有
無

」

③

再
評

価
後

再
評

価
実

施
後

、
工

期
延

長
ま
た

は
事

業
費

増
額

の
変

更
を

行
う

事
業

変
更
前

の
工

期
ま

た
は

事
業

費
を

超
過

す
る

前
年

度
ま

で

⑩

⑪

再
評

価
後

５
年

経
過

⑧

※
２
　

「
再

評
価

の
理

由
」

の
項
目

一
覧

国
土

交
通

省
関
係

事
業

実
施

時
期

事
業

採
択

後
５

年
未

着
工

①

水
産

庁
、

農
林
水

産
省

林
野
庁

関
係
事

業

実
施

時
期

⑫

そ
の

他
上

記
以

外
で

再
評

価
の

実
施

の
必

要
性

が
生

じ
た
事

業

区
分

未
着
工

長
期

継
続

事
業

期
間

５
年

以
内

の
事

業
が

大
幅

に
工

期
が

延
び

る
見
込

み
事
業

採
択

後
５

年
経

過
（

交
付

金
事

業
）

⑥

再
評

価
の

必
要

性
の
判

断
基

準
に

該
当

す
る

事
業

事
業
採

択
後

６
～
９

年
目

（
交

付
金

事
業

）

⑤
事

業
採

択
後

10
年
経

過

準
備

・
計

画

そ
の
他

準
備

・
計

画
段

階
　

予
算

化
後

５
年

経
過

⑦

社
会

経
済

情
勢

の
急

激
な

変
化
等

（
適

宜
）



位
置

図

（別
記
５
）

令
和

８
年

度
事

後
評

価
対

象
事

業
位
置
図

●
：

漁
港
漁

場
課

●
：

農
村
整

備
課

●
：

森
林
整

備
室

●
：

水
環
境

対
策
課

●
：

都
市
政

策
課

●
：

道
路
建

設
課

●
：

道
路
維

持
課

●
：

港
湾
課

●
：

河
川
課

●
：

砂
防
課

●
：

住
宅
課

凡
例

道
建
-1

都
市
計
画
道
路
池
田
沖
田
線

（
竹
松
工
区
）
道
路
改
築
事
業

道
建

-2
一

般
国

道
４
９
９
号

（
岳

路
拡
幅
）

道
路

改
築

事
業

港
湾
-1

口
ノ
津
港
改
修
事
業

河
川

-2
牟

田
川

総
合

流
域

防
災

事
業

河
川

-1
中

山
西
川
総
合
流
域
防
災
事
業

砂
防

-2
里

地
区

地
す
べ

り
対

策
事

業

砂
防

-1
琴

石
川

通
常
砂
防
事
業



1 道建-1 都市計画道路池田沖田線 竹松工区 県 大村市

2 道建-2 一般国道499号 岳路拡幅 県 長崎市

3 港湾-1 港湾改修事業 口ノ津港 県 南島原市

4 河川-1 総合流域防災事業 中山西川 県 諫早市

5 河川-2 総合流域防災事業 牟田川 県 五島市

6 砂防-１ 通常砂防事業 琴石川砂防施設 県 五島市

7 砂防-２ 地すべり対策事業 里地区 県 松浦市

事後評価の理由

再評価実施
全体事業費10億円以上

事業完了後5年経過
再評価実施

全体事業費10億円以上
事業完了後5年経過

再評価実施
全体事業費10億円以上

事業完了後5年経過
再評価実施

全体事業費10億円以上
事業完了後5年経過

令和８年度　事後評価対象予定事業一覧表（県）

番号 整理番号 事業名 施設名 事業主体 事業箇所 備　　考

再評価実施
全体事業費10億円以上

事業完了後6年経過
再評価実施

全体事業費10億円以上
事業完了後7年経過

再評価実施
全体事業費10億円以上

事業完了後8年経過



別
記
７
（
事
後
評
価
）

＜
別
記
　
７
＞

令
和
８
年
６
月
作
成

事
業

費

着
工

完
了

（
億
円
）

【
再

評
価

時
（

R2
）

】
・

 B
／

C　
 　

1.
28

・
工

　
 期

　
 R

3
・

事
業

費
　

　
64

.6
億

円
・

交
通

量
　

　
8,

70
0台

/日

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

1.
07

→
　

　
R3

→
　

　
66

.6
億

円
→

　
　

7,
30

0台
/日

【
再

評
価

時
（

R1
）

】
・

 B
／

C　
 　

1.
21

・
工

　
 期

　
　

R3
・

事
業

費
　

　
36

.3
億

円
・

交
通

量
　

　
47

00
台

/日

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

1.
17

→
　

　
R3

→
　

　
38

.1
億

円
→

　
　

48
72

台
/日

地
域

住
民

や
関

係
機

関
と

の
連

携
が

不
可

欠
で

あ
り

、
相

互
理

解
を

得
な

が
ら

事
業

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

R3
38

.1

再
評

価
実

施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

事
業

の
実

施
に

よ
り

通
行

困
難

箇
所

が
解

消
さ
れ

、
市

街
地

中
心

部
と

地
方

部
の

間
の

交
通

円
滑

化
や

歩
行

者
の

安
全

性
確

保
が

図
ら

れ
た

。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

特
に

な
し

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

「
長

崎
市

恐
竜

博
物

館
」

が
令

和
3年

10
月

に
オ

ー
プ

ン
し

、
当

路
線

が
ア

ク
セ

ス
道

路
と

し
て

寄
与

し
て

い
る

。
ま

た
、

当
博

物
館

か
ら

見
渡

せ
る

「
軍

艦
島

（
端

島
）

」
は

、
平

成
2
7
年

7
月

に
世

界
文

化
遺

産
に

登
録

さ
れ

た
「

明
治

日
本
の

産
業

革
命

遺
産

」
の

構
成

資
産

と
し

て
関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

、
改

善
措

置
の

必
要

性
）

（
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
や

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

）

事
業

の
整

備
に

よ
り

通
行

困
難

箇
所

が
解

消
さ

れ
、

市
街

地
中

心
部

と
地

方
部

の
間

の
交

通
円

滑
化

や
歩

行
者

の
安

全
確

保
が

図
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
今

後
の

事
業

評
価

、
改

善
措

置
の

必
要

性
は

な
い

。

道
建

-
2

一
般

国
道

4
9
9
号

（
岳

路
拡

幅
）

長
崎
市

延
長
L＝

2.
1㎞

幅
員
W＝

6.
0（

9.
75

）
ｍ

H2
2

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

R
3

66
.6

再
評

価
実

施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

・
沿

線
に

お
け

る
地

価
公

示
価

格
の

増
加

事
業

実
施

に
よ

る
国

道
34

号
の

所
要

時
間

短
縮

や
自

転
車

交
通

量
の

増
加

な
ど

事
業

効
果

の
発

現
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

特
に

な
し

。

道
建

-
1

都
市

計
画

道
路

池
田

沖
田

線
（

竹
松

工
区

）
大
村
市

延
長
L＝

1.
97

㎞
幅
員
W＝

6.
0（

20
.0

）
ｍ

H2
2

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

国
道

34
号

を
利

用
し

て
い

た
車

両
が

転
換

し
た

こ
と

で
、

国
道

34
号

の
交

通
量

が
約

2割
減

少
し

て
お

り
国

道
34

号
の

バ
イ

パ
ス

機
能

を
発

揮
し
て

お
り

、
事

業
の

効
果

が
確

認
で

き
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

事
業

評
価

、
改

善
措

置
の

必
要

性
は

な
い

。

関
係

機
関

と
連

携
し

適
切

な
事

業
管

理
に

努
め

、
事

業
効

果
が

早
期

に
発

現
で

き
る

よ
う

早
期

完
成

に
努

め
る

。

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

、
改

善
措

置
の

必
要

性
）

（
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
や

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

）

対
応

方
針

（
原

案
）

令
和
８
年
度
　
事
後
評
価
対
象
事
業

一
覧
表

該
当

基
準

整
理

番
号

事
業
名
／
施
設
名

事
業
計
画

事
業

箇
所

事
業

概
要

工
  

期
事

後
評

価
の

評
価

項
目

1
/
4



別
記
７
（
事
後
評
価
）

事
業

費

着
工

完
了

（
億
円
）

該
当

基
準

整
理

番
号

事
業
名
／
施
設
名

事
業
計
画

事
業

箇
所

事
業

概
要

工
  

期
事

後
評

価
の

評
価

項
目

【
再

評
価

時
（

H3
0）

】
・

 B
／

C　
 　

2.
83

・
工

　
 期

　
 R

4
・

事
業

費
　

　
34

.7
億

円
・

航
路

利
用

者
　

11
6千

人

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

2.
82

→
　

　
R3

→
　

　
34

.7
億

円
→

　
　

10
1千

人

【
再

評
価

時
（

H3
0）

】
・

 B
／

C　
 　

1.
43

・
工

　
 期

　
　

R3
・

事
業

費
　

　
48

億
円

・
浸

水
家

屋
数

　
12

4棟
（

確
率

30
年

）

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

1.
91

→
　

　
R3

→
　

　
48

億
円

→
　

　
15

5棟
（

確
率

30
年

）

・
牟

田
川

は
、

目
標

流
量

（
65

m3
/s

)と
治

水
安

全
度

（
1/

30
年

）
に

よ
り

、
洪

水
に

対
す

る
安

全
な

河
道

を
確

保
し

、
河

川
の

氾
濫

を
防

止
す
る

こ
と

を
得

ら
れ

た
こ

と
で

、
当

面
の

改
善

処
置

の
必

要
は

な
い

。
・

こ
れ

か
ら

、
水

辺
の

動
植

物
の

生
態

に
配

慮
し

な
が

ら
、

築
堤

、
護

岸
、

道
路

橋
等

を
毎

年
定

常
的

に
維

持
管

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

事
業

目
的

に
見

合
っ

た
事

業
効

果
の

発
現

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
更

な
る

事
後

評
価

の
必

要
は

な
い

。

昨
今

の
異

常
気

象
に

よ
り

、
台

風
、

豪
雨

等
の

頻
度

が
高

く
な

っ
て

い
る

た
め

、
適

切
な

事
業

管
理

に
努

め
、

事
業

効
果

が
早

期
に

発
現

さ
れ

る
よ

う
早

期
完

成
に

努
め

る
。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

、
改

善
措

置
の

必
要

性
）

（
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
や

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

）

本
事

業
の

見
直

し
の

必
要

性
は

な
い

が
、

適
切

な
事

業
管

理
を

お
こ

な
い

、
事

業
効

果
の

早
期

発
現

に
早

期
完

成
に

努
め

る
。

河
川

-
1

総
合

流
域
防

災
事

業
中
山

西
川

諫
早
市

改
修
延
長

L=
1,

60
0ｍ

　
河
道
拡

幅
、

築
堤

、
護

岸
整

備
、
橋
梁
架

替
等

H２
R３

48
.0

事
後

評
価

実
施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

治
水

安
全

度
の

向
上

　
1/

2程
度

⇒
1/

30
（

改
修

後
）

河
川

改
修

後
の

令
和

7年
8月

に
近

傍
雨

量
計

に
て

50
mm

/h
の

降
雨

を
観

測
し

た
が

、
洪

水
被

害
は

発
生

し
て

い
な

い
。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

特
に

な
し

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

河
川

周
辺

状
況

に
お

い
て

、
事

業
着

手
時

と
比

較
し

宅
地

化
が

進
ん

で
お

り
、

治
水

安
全

度
の

向
上

に
伴

い
、

今
な

お
宅

地
化

が
進

ん
で

い
る

。

R3
34

.7

再
評

価
実

施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

　
・

航
路

・
浮

桟
橋

の
整

備
に

よ
り

、
安

全
な

航
行

・
係

船
が

可
能

と
な

り
、

船
底

接
触

事
故

（
海

難
）

の
回

避
、

安
全

な
乗

下
船

が
可

能
と

な
っ

た
。

　
・

道
路

・
駐

車
場

の
整

備
に

よ
り

、
国

道
の

渋
滞

や
歩

行
者

と
車

両
と

の
混

合
が

解
消

さ
れ

、
安

全
か

つ
円

滑
な

航
路

利
用

環
境

が
確

保
さ

れ
た

。
　

・
緑

地
の

整
備

に
よ

り
、

憩
い

の
場

・
交

流
の

場
が

で
き

る
と

と
も

に
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

、
地

元
の

活
性

化
に

寄
与

し
て

い
る

。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

　
・

新
た

に
整

備
し

た
緑

地
が

、
地

域
の

憩
い

の
場

・
交

流
の

場
と

し
て

の
役

割
を

担
う

よ
う

に
な

っ
た

。

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

　
・

令
和

2年
に

国
交

省
港

湾
局

の
「

み
な

と
オ

ア
シ

ス
」

の
指

定
を

受
け

、
地

元
有

志
に

よ
る

「
み

な
と

オ
ア

シ
ス

く
ち

の
つ

運
営

協
議

会
」

を
組

成
。

地
域

の
活

性
化

の
た

め
に

　
　

フ
リ

ー
ピ

ア
ノ

や
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置

な
ど

を
実

施
し

て
お

り
、

島
外

事
業

を
景

気
と

し
て

地
域

住
民

の
交

流
促

進
や

地
域

の
魅

力
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性
、

改
善

措
置

の
必

要
性

）
（

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性
）

本
事

業
に

よ
り

、
定

期
航

路
の

安
全

か
つ

円
滑

な
利

用
環

境
が

確
保

さ
れ

、
ま

た
緑

地
が

地
域

の
憩

い
・

交
流

の
場

と
し

て
の

利
用

が
な

さ
れ

る
な

ど
、

事
業

効
果

の
発

現
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

今
後

の
事

後
評

価
の

必
要

性
、

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
と

判
断

し
て

い
る

。

港
湾

-
1

港
湾

改
修

事
業

／
口

ノ
津

港
南
島
原

市

航
路
(-

3.
0m

) 
4,

10
0㎡

浮
桟
橋
(１

)　
1基

浮
桟
橋
(２

)　
1基

浮
桟
橋
(３

)　
1基

道
路
　
35

6m
緑
地
　
8,

30
0㎡

H2
6

2
/
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別
記
７
（
事
後
評
価
）

事
業

費

着
工

完
了

（
億
円
）

該
当

基
準

整
理

番
号

事
業
名
／
施
設
名

事
業
計
画

事
業

箇
所

事
業

概
要

工
  

期
事

後
評

価
の

評
価

項
目

【
再

評
価

時
（

H2
3）

】
・

 B
／

C　
 　

　
　

1.
02

・
工

　
 期

　
　

　
　

R3
・

事
業

費
　

　
　

　
63

.4
億

円
・

浸
水

戸
数

　
　

　
11

戸

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

3.
13

→
　

　
R3

→
　

　
62

.9
億

円
→

　
　

11
戸

【
再

評
価

時
（

H2
8）

】
・

 B
／

C　
 　

2.
08

・
工

　
 期

　
　

H3
5

・
事

業
費

　
　

10
.0

億
円

・
保

全
家

屋
　

　
17

戸

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

2.
05

→
　

　
R3

→
　

　
13

.4
億

円
→

　
　

14
戸

・
離

島
人

口
が

減
少

傾
向

に
あ

る
中

、
当

該
地

区
に

お
い

て
も

前
回

評
価

時
（

H2
8）

か
ら

3戸
減

少
し

て
い

る
。

・
豪

雨
等

に
よ

り
土

石
流

が
発

生
し

た
際

、
砂

防
堰

堤
に

よ
り

土
砂

及
び

流
木

を
捕

捉
で

き
る

た
め

、
安

心
安

全
な

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

当
該

地
域

に
お

け
る

主
要

路
線

国
道

38
4号

が
保
全

さ
れ

、
孤

立
集

落
の

発
生

の
恐

れ
が

な
く

な
っ

た
。

・
農

地
（

水
稲

）
に

お
い

て
、

安
定

し
た

収
穫

が
期

待
で

き
る

。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性
、

改
善

措
置

の
必

要
性

）
（

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性
）

・
牟

田
川

は
、

目
標

流
量

（
11

0m
3/

s)
と

治
水

安
全

度
（

1/
30

年
）

に
よ

り
、

洪
水

に
対

す
る

安
全

な
河

道
を

確
保

し
、

河
川

の
氾

濫
を

防
止

す
る

こ
と

を
得

ら
れ

た
こ

と
で

、
当

面
の

改
善

処
置

の
必

要
は

な
い

。
・

こ
れ

か
ら

、
水

辺
の

動
植

物
の

生
態

に
配

慮
し

な
が

ら
、

築
堤

、
護

岸
、

道
路

橋
等

を
毎

年
定

常
的

に
維

持
管

理
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

事
業

目
的

に
見

合
っ

た
事

業
効

果
の

発
現

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
更

な
る

事
後

評
価

の
必

要
は

な
い

。

昨
今

の
異

常
気

象
に

よ
り

、
台

風
、

豪
雨

等
の

頻
度

が
高

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
対

し
、

地
方

で
は

人
口

減
少

の
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
河

川
整

備
の

費
用

対
効

果
の

見
極

め
が

大
切

だ
と

思
わ

れ
る

。

砂
防

-
1

通
常

砂
防

事
業

琴
石

川
砂

防
施

設
五
島
市

砂
防
え
ん

堤
２

基
渓
流
保
全

工
１

式
H1

9
R3

13
.4

再
評

価
実

施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

・
砂

防
堰

堤
及

び
渓

流
保

全
工

の
完

成
に

よ
り

土
石

流
に

よ
り

人
家

や
道

路
等

へ
の

被
害

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。
・

国
道

38
4号

の
遮

断
が

回
避

さ
れ

、
民

生
の

安
定
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

・
農

地
へ

の
土

砂
及

び
流

木
の

流
入

に
よ

る
農

作
物

（
水

稲
）

へ
の

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

こ
と

が
で

き
、

安
定

し
た

収
穫

の
一

助
と

な
っ

て
い

る
。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

- 社
会

経
済

情
勢

の
変

化

・
計

画
規

模
の

土
石

流
に

対
す

る
砂

防
堰

堤
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
で

、
土

石
流

か
ら

の
被

害
の

未
然

防
止

を
得

ら
れ

た
こ

と
で

、
当
面

の
改

善
処

置
は

必
要

な
い

。
・

事
業

に
見

合
っ

た
事

業
効

果
の

発
現

が
確

認
さ
れ

て
お

り
、

更
な

る
事

後
評

価
の

必
要

は
な

い
。

・
同

種
事

業
の

在
り

方
→

同
種

事
業

に
お

い
て

は
、

適
切

な
事

業
管

理
に

努
め

、
事

業
効

果
が

早
期

に
発

現
さ

れ
る

よ
う

早
期

完
成

に
努

め
る

。

・
台

風
、

豪
雨

の
際

も
、

河
川

の
氾

濫
が

軽
減

さ
れ

た
こ

と
で

、
安

心
な

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

主
要

地
方

道
福

江
・

冨
江

が
河

川
の

氾
濫

に
よ
る

通
行

止
め

が
回

避
さ

れ
る

こ
と

で
、

安
全

な
通

勤
、

通
学

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

農
地

（
水

稲
）

に
お

い
て

、
安

定
し

た
収

穫
が

期
待

で
き

る
。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

、
改

善
措

置
の

必
要

性
）

（
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
や

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

）

河
川

-
2

総
合

流
域

防
災

事
業

牟
田

川
五
島
市

河
川
改
修

延
長

　
L=

3,
88

0m
　
河
道
拡
幅

、
築

堤
、

護
岸

整
備
、
橋
梁
架

替
、

堰
改

築
等

H３
R３

62
.9

事
後

評
価

実
施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

・
治

水
安

全
度

の
向

上
　

1/
2程

度
⇒

1/
30

（
改

修
後

）
・

河
川

改
修

後
の

令
和

6年
7月

に
近

傍
雨

量
計

に
て

85
.5

mm
/h

の
降

雨
を

観
測

し
た

が
、

洪
水

被
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

特
に

な
し

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

3
/
4



別
記
７
（
事
後
評
価
）

事
業

費

着
工

完
了

（
億
円
）

該
当

基
準

整
理

番
号

事
業
名
／
施
設
名

事
業
計
画

事
業

箇
所

事
業

概
要

工
  

期
事

後
評

価
の

評
価

項
目

【
再

評
価

時
（

H3
0）

】
・

 B
／

C　
 　

　
　

3.
77

・
工

　
 期

　
　

　
　

R0
4

・
事

業
費

　
　

　
　

27
.1

億
円

・
保

全
人

家
戸

数
　

11
9

【
事

後
評

価
時

】
→

　
　

13
.0

0
→

　
　

R0
3

→
　

　
23

.4
億

円
→

　
　

13
6戸

砂
防

-
2

地
す

べ
り

対
策

事
業

里
地

区
地

す
べ

り
防

止
施

設
松
浦
市

抑
制
工
　

１
式

抑
止
工
　
１

式
H1

7
R3

23
.4

再
評

価
実

施

全
体

事
業

費
10

億
円

以
上

事
業

完
了

後
5年

経
過

費
用

対
効

果
の

選
定

の
基

礎
と

な
っ

た
要

因
の

変
化

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

・
事

業
概

成
後

、
地

す
べ

り
活

動
は

沈
静

化
し

て
お

り
事

業
効

果
の

発
現

が
認

め
ら

れ
る

。

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

・
地

す
べ

り
対

策
事

業
に

伴
う
環

境
へ

の
影

響
は

特
に

認
め

ら
れ

な
い

。

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

・
事

業
概

成
後

は
地

す
べ

り
被

害
は

発
生

し
て

お
ら

ず
、

事
業

効
果

が
発

現
さ

れ
て

い
る

た
め

今
後

の
事

後
評

価
の

必
要

性
、

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
。

・
同

種
事

業
の

在
り

方
→

同
種

事
業

に
お

い
て

は
、

適
切

な
事

業
管

理
に

努
め

、
事

業
効

果
が

早
期

に
発

現
さ

れ
る

よ
う

早
期

完
成

に
努

め
る

。

・
前

回
の

事
業

再
評

価
時

（
平

成
30

年
度

）
と

比
較

し
、

地
す

べ
り

防
止

区
域

内
の

人
家

戸
数

が
17

戸
増

加
し

、
以

前
よ

り
さ

ら
に

宅
地

開
発

が
進

ん
だ

。

対
応

方
針

（
原

案
）

当
該

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

同
種

事
業

に
係

わ
る

対
応

方
針

（
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性
、

改
善

措
置

の
必

要
性

）
（

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性
）
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